
東北農政局
農食

農福連携推進情報 ～ノウフク・アワード2023～
◆ノウフク・アワード2023の受賞団体を表彰

農林水産省は、農福連携に取り
組んでいる優れた事例を表彰し、
全国への情報発信を通じて他地域
への横展開を図るため、ノウフ
ク・アワードを実施しています。

☞２月１９日に深川江戸資料館において、ノウフク・
アワード2023 表彰式とシンポジウムが開催され
ました。当日の様子は右の２次元バーコードから動
画をご覧ください。 （外部リンク）

問合せ先：東北農政局 農村振興部 都市農村交流課
022-263-1111（内線4121、4118）

令和５年度のノウフク・アワード2023では、
東北管内からは宮城県松島町の有限会社F・F磯崎
が優秀賞を受賞し、令和６年２月1９日に表彰式
とシンポジウムが開催されました。

◆F・F磯崎の取組概要

○半農半漁が生業の松島町磯
崎地区において、障害者を
受け入れ、約60haの農地
で水稲やさつまいもの栽培、
牡蠣養殖を実施しています。

○障害者が地域で働く環境を
創出することで、担い手が
不足している農業、漁業労
働力の確保、経営の安定化
に貢献し、地域産業の衰退
の歯止めとなっています。

○交付金事業による休憩所を
備えた加工場の整備や海上
作業には手当を支給するな
ど、障害者の安定した作業
環境の創出や賃金確保に努
めています。

畑の除草作業

生かきの共同むき身作業

有限会社F・F磯崎

＜株式会社山神の皆様と
渡辺経営・事業支援部長（左）＞

令和５年度東北農政局輸出に取り組む優良事業者表彰の詳しい情報は、東北農政局ホームページを御覧ください。
（https://www.maff.go.jp/tohoku/press/keiei/renkei/240311.html）

東北農政局では、東北管内の優れた輸出事業者に対し｢東北農政局輸出に取り組む優良事業者表彰｣

を実施しています。

このたび株式会社山神（青森県青森市）、岩手中央農業協同組合（岩手県紫波郡紫波町）、株式会

社田中酒造店（宮城県加美郡加美町）の３事業者に対し東北農政局長賞を授与しました。

受賞者の皆様からは輸出に対する取組内容をご紹介のほか、輸出拡大に向けた取組の現状と課題に

ついての意見交換を実施しました。

やまじん

＜岩手中央農業協同組合の皆様と
前島局長（右） ＞

＜株式会社田中酒造店永井取締役社長と
原次長（左）＞

令和５年度東北農政局輸出に取り組む優良事業者表彰
～東北農政局長賞 受賞者決定～

上記紙面の問合せ先：東北農政局 経営・事業支援部 輸出促進課 TEL：022-263-1111（内線4372）



↑目的の二次元バーコードがうまく読み込めない場合は、指などで不要な
二次元バーコードを隠した状態で読み込んでください。

「 食・農ひとくち情報 」に関する問合せ先は

コチラ▸▸東北農政局企画調整室支援チーム

022-263-1111（内線4402、4076）

◇ 「食・農ひとくち情報」の詳しい情報は、

東北農政局ホームページをご覧ください。

(https://www.maff.go.jp/tohoku/hitokuti/index.html）

各種施策などに関するその時々のトピックス(出来事、
話題)､プレスリリースされた統計データ、東北政局主催
のイベント・セミナー等の開催や注目の事業などを紹介
しています。また、東北管内の各種優良事例の紹介と東
北各県拠点地方参事官室からの情報提供を各月交互に掲
載するなど、読んでいただける情報誌を目指しています。

東北農政局で、その時期の食料、農林水産業、農山
漁村に関するさまざまな情報を分かりやすくまとめ、
毎月発行している情報誌です。

食・農ひとくち情報とは？

どんな内容が掲載されているの？

食・農ひとくち情報 2024年４月号

農食

県、市町村、ＪA等の農業関係機関が、地域計画の策定をはじめ
とする地域農業の課題を解決するために統計データを用いた地域農
業の見える化（市町村別・農業集落別の色分け地図作成、地域農業
の現状及び将来予測、制度・政策効果検証など）を行いたい場合に、
各県拠点では、農業関係機関等からの要望に応じて、
① データの所在案内
② 研修、講習会、勉強会の実施
③ 技術指導・助言
等のデータ分析支援を開始しますので、
お気軽にご相談ください。
◎東北農政局ＨＰ
（統計コンシェルジュ問い合わせフォーム）
https://www.contactus.maff.go.jp/j/tohoku/form/
toukei/kikaku/toukeidata_toiawase.html

各県拠点にデータ分析担当ポストを新設！

豚熱は、東北では令和２年12月に山形県の農場、令和３年12月
に宮城県の２農場で発生しました。また、野生イノシシの豚熱感染
は、これまで青森県を除く東北各県で確認されています。
近隣国では、豚熱及びアフリカ豚熱の発生が継続しており、侵入

リスクが高い状況が続いていますので衛生管理を徹底しましょう。

https://www.m
aff.go.jp/j/syou
an/douei/csf/ind
ex.html

https://www.ma
ff.go.jp/j/syouan
/douei/asf.html

野生イノシシの豚熱検査情報情報はコチラ
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/wil
dboar_map.html

「豚熱」・「アフリカ豚熱」の侵入防止！

高病原性鳥インフルエンザに注意！
渡り鳥シーズンへの備え

◎ 防鳥ネットや壁に穴はあいていませんか？

https://www.maff.go.jp/j/syouan/
douei/tori/index.html

豚熱情報はコチラ アフリカ豚熱情報
はコチラ

◎ 家きん舎の周辺･出入口の消毒を確実に実施していますか？

家きん舎の周囲には、ウイルスの侵入経路が多く存在して
います。人･車両、野生動物を介したウイルスの侵入防止の
ため、今一度、点検･確認をお願いします。

農場内の整理・整頓を行い、一見隙間がなさそうな家きん舎の
侵入口や、普段目が届きにくい場所などを再点検しましょう。

消毒等が適切にできているか、動線が交差していないか確認し、
全ての従業員・外来事業者で衛生対策を徹底しましょう。

東日本大震災の被災地産食品を積極的に
消費し、産地の活力再生を通じた被災地の
復興を応援する「食べて応援しよう！」の
取組の一環として、東北農政局主催により、
３月16日～17日、仙台市の勾当台公園市
民広場において「食べて応援しよう！In
仙台2024」を開催しました。

ご来場さ
れた多く
の方に
「食べて
応援！」
していた
だきまし
た。

岩手県、宮城県、福島県の農林漁業
者、食品事業者等53店舗が出店！
多くの方（推計1万４千人）にご

来場いただき、被災地産食品等の購
入を通じて、復興に向けた御支援を
いただき感謝いたします。

「食べて応援しよう！in仙台2024」を開催しました！


